
 

呉市立昭和南小学校 

 

 

● “学び合い”の授業スタイルを，児童にも理解させるために，児童が上

の学年の授業参観を行いました。 

 

 

 

● 児童の主体的な学びの促進に係わって，本校の課題や改善策を出し合い

学校全体で「あたたかな聴き方」に取り組むことにしました。教職員や児

童と共通理解を図るために，聴き方の具体の姿をステップ表にまとめ，共

有しました。また，各学級の取組状況を交流することで，指導方法の見直

しを図りました。 

● 児童のつまずきを把握するためレディネステストを行い，「どこにつま

ずいているのか，何につまずいているのか」を分析しました。全教職員で

模擬授業等を行い，授業でのつまずきの予想とつまずきに応じた手立てを

検討しました。 

フォローアップ教員 

子ども達は，放課後残されて勉強をしているとい

う捉え方ではなく，喜んで教室に来ています。「にじ

いろ教室」に来ることで，分かる喜びやできるように

なった喜びを感じています。 

指導する側としては，やりがいがあります。 

 

授業の中での教師の手立て 

学力フォローアップ校事業で，研究授業や模擬授

業，教材づくりなどの取組を通して，職員が本校の

目指す授業を一緒につくりあげていこうとする一体

感が生まれました。集団での“学び合い”，個を大切

にした指導をこれからも続けていきます。 

みんな大きな声で反応していました。すぐに
手をあげていたところを見習いたいです。途中
までしか分からなくても手をあげたいです。 

【参観した児童の感想】 

校長 

“学び合い”をベースとして，学習のつまずきを解消するための効果的な手立てを
全体で検討し，学習内容が定着するよう取り組みました。 

授業での児童の様子をもとに，どのような変容が見られたか，手立ての効果
や改善について協議し，検証していきました。 

授業の学習内容がより定着するよう，放課後の個別指導に
学校全体で取り組みました。個別指導を通じて，児童のつま
ずきがより明確になり，授業での手立てに生かすことができ
ました。 

“学び合い”をベースとして，児童のつまずきの解消に向
け，学校全体で取り組みました。 

全校で，“学び合い”に
取り組みました。 

気付きの交流 

短時間に全員が課題を把握
することが大切です。 

課題に対する気付きを交流
することで，課題の意味を
確実に理解することができ
ます。 

それが解決の見通しにもつ
ながり，自力解決のヒント
を得ることができます。 

 

ほっとかない 聴き手をまきこんで発表 

ほっとかない ～自分を 友達を～ 

分からないことはそのまま
にせず，その都度，友達と
確認する。 

周りの友達がどのような様
子か常に気にかける。 

このように，自分や友達を
ほっとかないということを
大切にしています。 

 
式はどうなりますか？ 

「～ですよね。」    
「～ということになりま
す。式はどうなります
か？」 

聴き手をまきこんで発表
することで，全員が参加
しなければならない状況
をつくります。 

算数科 第２学年 

「九九のきまり」 

算数科 第４学年 

「面積」 

つまずき 

７×３＝２１ 

✓誤答 

 

７こがあと３列あるから

７×３＝２１かな。 

・「●の△つ分」が正しく

捉えられない。 

・まとまりを正しく囲むこ

とができない。 

手立て 

 
まとまりをしっかりと捉え

させるためには… 

・図と式を対応して考えられるよ

う矢印をかかせよう。 

・●の部分を大きな丸で囲ませよ

う。 

・図の方向をかえ，かけられる数

とかける数が捉えやすいように

しよう。 

変容 

正答！！ 

１２×５＝６０ 

・●を囲むことでまとま

りが意識でき，「●の

△つ分」を正しく捉え

ることができるように

なった。 

・「●の△つ分」の考え

方を使って，九九には

ないかけ算の問題も解

くことができるように

なった。 

つまずき 

・１㎠の何個分かを捉える

ことができない。 

・長方形や正方形のまわり

の長さに着目できない。 

 
どこの長さが分かると

いいのかな。 

手立て 

 
長方形や正方形の辺に着目

させたいな… 

・「方眼入りの長方形」，「方眼

の上に重ねた長方形」を提示し

て，辺の長さに着目させよう。 

・かけ算の意味に帰着させて，面

積の求め方を考えさせよう。 

スモールステップ 

変容 

・「１㎠のいくつ分」の

考え方をつかって面積

を求めることができる

ようになった。 

・辺の長さの提示だけ

で，長方形や正方形の

面積を求めることがで

きるようになった。 

・月・火・金（13：50～14：05）に実施する，
プリントを中心とした学力補充の時間です。 

・学級担任＋１名の２人体制で指導していま
す。（管理職・研究推進教員・フォローアッ
プ教員・養護教諭・指導員） 

・１か月の計画にもとづいて実施しています。 

けいさんカードや音どくを きいてもらえるから 

うれしいです。 

 
にじいろ教室に来て，できることや分かることが 

いっぱいふえて，すごく楽しいです。 
児童 

児童 

その他の取組 

・全学年の学習プリント（国語・算数）を整理
し，職員室に置いています。 

・学年の実態に応じて，他学年のプリントにも
取り組んでいます。児童のつまずきの把握に
も活用しています。 

・スキルタイム（帯タイム）や日々の授業，家
庭学習で使っています。放課後の個別指導で
も活用しています。 

 

 

３列 

昭和南小学校では，児童の主体的な学びを促進し，学力の向

上を図るため，全員参加の“学び合い”をベースとし，個を大

切にした指導に取り組んできました。その取組を紹介します。 


